
2018.5.28 第１回地域活性化部会 

 

 

    

 

・就職後団地に住み続けられない 

・地区内に働ける場がない 

 

・2 軒目になるような飲み屋が地域内にない 

・個人商店が減った（昼の店は少ない） 

・若者が出ていくので、店舗によって後継者不足の課題がある 

 

・駐車場が少ない 

 

・盆踊りの時、出店の数が昔よりも少なくなった 

・盆踊りの後継者不足 

 

 

・町内にある地場産業（佐竹ガラス、人工真珠など）を活かす 

・地場産業を知れる販売・体験のスペースをつくる 

・地域に多いペンキ屋活かし、団地の壁に絵を書きアートのまちに 

・幸小のアクセサリづくり体験は良い取組なので広げるべき 

 

・地域の昔のことを学べる場所・講座をつくる 

・地域の歴史を「現代でも伝わりやすい新しい形」で伝える 

（例：京都・崇仁地区のアート） 

 

・小栗街道を活かした観光まちづくり（地域の仕事にもなる） 

・聖神社など地域の神話を活かしてアニメ化する 

資料 1 

富秋中学校区等まちづくり検討会議！ 

■■■■これまでのワークショップ・これまでのワークショップ・これまでのワークショップ・これまでのワークショップ・検討会議検討会議検討会議検討会議のののの意見意見意見意見    

地場産業を活かす 

地域の歴史を伝える 

盆踊りの衰退傾向 

既往課題への対応 

魅力発信 

交流人口を増やす 

まちづくり全体の課題 
店舗等の衰退 

住宅・雇用・産業 


